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総
合
防
災
訓
練
は
、
様
々
な
災

害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

す
る
た
め
、
地
域
住
民
・
事

業
所
、
行
政
機
関
、
防
災
関
係
機
関
、

医
療
関
係
機
関
な
ど
が
協
力
・
連
携
し

て
行
う
防
災
訓
練
で
す
。
訓
練
で
は
、

防
災
に
関
わ
る
仕
事
に
従
事
す
る
職
員

等
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

の
防
災
力
向
上
に
役
立
て
る
こ
と
や
、

防
災
関
係
機
関
相
互
の
協
力
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
、
住
民
・
地
域
団
体
と
防

災
関
係
機
関
の
連
携
を
図
る
こ
と
な
ど

を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
会
場
で
は
、
災
害
を
自
ら
体
験

す
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
災
害
の
実
録
を
展

示
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
開
設
し
ま

す
。「
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
共
助
の
精
神
で

地
域
の
防
災
活
動
な
ど
に
参
加
し
、
防

災
行
動
力
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
開
催
日
時　

9
月
26
日
（
日
）　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
1
時
30
分

●
主
会
場　

豊
科
南
部
総
合
公
園

●
サ
ブ
会
場 

豊
科
南
中
学
校
体
育
館
、

豊
科
駅
、
安
曇
野
合
同
庁
舎
、
豊
岳

荘
、
安
曇
野
赤
十
字
病
院
、
県
立
こ

ど
も
病
院
、
Ｇ
Ａ
Ｃ
㈱
穂
高
工
場
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
梓
川
河
川
敷
、
明
科
上

生
野
農
村
公
園

●
交
通
規
制
・
駐
車
場　

訓
練
当
日
は
、

豊
科
南
部
総
合
公
園
周
辺
お
よ
び
サ

ブ
会
場
周
辺
に
お
い
て
交
通
規
制
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
会
場
に
は

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
エ
プ
ソ
ン

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
デ
バ
イ
ス
㈱
の
社
員

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
同
駐

車
場
か
ら
主
会
場
ま
で
は
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
で
送
迎
を
行
い
ま
す
。

問
堀
金
総
合
支
所
内
危
機
管
理
室

（
72･

６
７
６
９ 

72･

６
７
３
９
）

市
民
が
主
役

県
総
合
防
災
訓
練

長
野
県
総
合
防
災
訓
練（
主
催 

長
野
県
、
安
曇
野
市
）が
９
月
26
日（
日
）、豊
科

南
部
総
合
公
園
を
主
会
場
に
、
市
内
各
所
で
行
わ
れ
ま
す
。
災
害
が
起
き
た

時
に
役
立
つ
情
報
が
満
載
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
、
見
学
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

9/26
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【注目情報】 10 月からこう変わります

×

×

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

が
10
月
か
ら
更
新
に
な
り

ま
す
。
新
し
い
保
険
証

が
9
月
末
日
ま
で
に
郵
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
、
記
載
内
容
に
変
更
や
間
違
い
な

ど
が
な
い
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
色
は
一
般
被
保
険
者
証
が

藤ふ
じ
い
ろ色
、退
職
被
保
険
者
証
は
黄
色
で
す
。

な
お
、
古
い
保
険
証
は
各
自
で
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
の
郵
送
時
に
同
封
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
相
談

カ
ー
ド
」が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
新
薬
と
ほ
ぼ
同

等
の
効
果
が
得
ら
れ
る
特
許
終
了
後
の

比
較
的
安
価
な
医
薬
品
を
い
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
際

は
、
医
師
や
薬
剤
師
へ
カ
ー
ド
を
提
示

す
る
な
ど
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
国
保
年
金
係

豊
科（
72･

３
１
１
１ 

72
・
８
３
４
０
）

穂
高（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

三
郷（
77･

３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

堀
金（
72･

３
１
０
６ 

72
・
４
９
０
０
）

明
科（
62･

３
０
０
１ 

62
・
４
７
４
７
）

ま
た
は
穂
市
民
課
国
保
年
金
担
当

　
（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

　

臓
器
移
植
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を

受
け
、
新
し
い
保
険
証
の
裏
面
に
「
臓

器
提
供
意
思
表
示
欄
」
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
記
入
は
任
意
で
、
未
記
入
で
も

保
険
証
の
利
用
に
差
し
支
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。
15
歳
以
上
の
人
が
意
思
表
示
欄

に
自
筆
で
記
入
す
る
こ
と
で
、
臓
器
提

供
の
意
思
表
示
が
有
効
と
な
り
ま
す
。

外
国
人
登
録
窓
口
が
10
月
か

ら
穂
高
総
合
支
所
に
一
本

化
さ
れ
ま
す
。
外
国
人
登

録
証
明
書
の
表
の
住
所
・

氏
名
・
旅
券
・
在
留
資
格
・
在
留
期
限

な
ど
の
表
記
に
変
更
が
あ
っ
た
時
は
、

穂
高
総
合
支
所
内「
外
国
人
登
録
窓
口
」

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
総

合
支
所
窓
口
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

　

外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書

お
よ
び
印
鑑
証
明
書
・
税
金
に
関
す
る

証
明
書
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り

各
総
合
支
所
で
受
け
付
け
と
発
行
が
で

き
ま
す
。

問
穂
市
民
課
市
民
係

　
（
82
・
３
１
３
１ 
82
・
６
６
２
２
）

水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料

に
関
す
る
事
務
を
10
月
１

日
か
ら
民
間
の
専
門
業
者

に
委
託
し
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
上
下
水
道
料
金
に
関
す
る
手
続

き
、
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
豊
科
総
合

支
所
上
下
水
道
庁
舎
内
に
設
置
す
る

「
安
曇
野
市
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
」（
左

図
）
で
、
受
託
事
業
者
の
従
業
員
が
行

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。委
託
に
あ
た
り
、

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
あ
ら
た
め
て
手
続

き
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

後
も
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
経
営
の

効
率
化
に
努
め
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

委
託
と
な
る
主
な
業
務
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
電

話
で
の
水
道
の
使
用
開
始
や
使
用
中

止
届
け
出
な
ど
の
受
け
付
け
業
務　

▽
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
に
伴
う
現

地
で
の
開
栓
・
閉
栓
作
業

▽
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
の
水
道

料
金
お
よ
び
下
水
道
使
用
料
の
収
納

業
務

▽
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業
務　

▽
納
入
通
知
書
な
ど
の
作
成
や
発
送
業

務
な
ど

　

水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
の
営
業
開
始
に

伴
い
、
各
総
合
支
所
上
下
水
道
係
窓
口

は
廃
止
と
な
り
ま
す
が
、
水
道
料
金
、

下
水
道
使
用
料
の
お
支
払
い
は
引
き
続

き
支
所
会
計
窓
口
で
で
き
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

委
託
に
際
し
、
市
と
受
託
者
の
㈱
ジ

ェ
ネ
ッツ
の
双
方
が
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
の
重
要
性
を
十
分
認
識
し
、
個
人
情

報
の
保
護
対
策
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

　

㈱
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ（
本
社
東
京
都
港
区
）

の
社
員
・
検
針
員
は
会
社
指
定
の
制
服

を
着
用
し
、
市
が
発
行
し
た
受
託
者
証

お
よ
び
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
証
明

書
の
提
示
を
求
め
る
か
、
市
役
所
業
務

課
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

業
務
委
託
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
は

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
豊
業
務
課
料
金
担
当

　
（
72･

３
１
１
１ 

72
・
３
１
７
６
）

国
民
健
康
保
険

外
国
人
登
録

上
下
水
道
料
金

◎
更
新
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

◎
外
国
人
登
録
窓
口
が
一
本
化

◎
上
下
水
道
料
金
の
事
務
が
民
間
委
託
に

10
月
か
ら
　

変
わ
り
ま
す
注目情報

１

臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
が
新
設

各
証
明
書
の
発
行
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

相
談
カ
ー
ド
が
同
封

収
納
業
務
や
検
針
業
務
な
ど
が

業
務
委
託
に
な
り
ま
す

料
金
、
使
用
料
の
お
支
払
い
は

引
き
続
き
支
所
会
計
窓
口
で
可
能

社
員
・
検
針
員
は

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す

個
人
情
報
の
保
護
対
策
に

万
全
を
期
し
ま
す

10月から始まる
新たなサービス

◎営業時間は月曜日から土曜日まで
の午前8時30分から午後7時まで。
◎電話、ファクスによる開閉栓の受
け付けができます。
◎開閉栓手数料は無料。
◎開閉栓作業は
　土曜日も行います。

JR 大糸線 豊科駅

←至松本 至大町→

豊科駅入口

豊科郵便局
安曇野警察署

豊科総合支所

豊科公民館 安曇野
赤十字病院

至
田
沢
駅
↓

安曇野市水道料金センター
㈱ジェネッツ安曇野営業所

●住所
〒 399-8205　安曇野市豊科 4340
安曇野市役所
豊科総合支所上下水道庁舎内

●電話　　　７２･ ４３３３
●ファクス　７２･ ４４００
※電話・ファクスは 10 月 1 日から

つながります。
※日曜、祝日、年末年始は休業
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み
ん
な
で「
お
ひ
さ
ま
」を

応
援
し
よ
う
！

こ
の
作
品
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
完
全
移
行
後
、
初
め
て
放
送

さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
と
な

り
ま
す
。安
曇
野
の
き
れ
い
な
山
と
水
、

そ
し
て
ド
ラ
マ
の
象
徴
と
な
る
風
雨
に

強
い
そ
ば
の
花
が
、
高
品
質
の
映
像
で

映
し
出
さ
れ
ま
す
。市
で
は
、今
回
の
ド

ラ
マ
の
放
映
に
つ
い
て
、
地
域
の
活
性

化
や
観
光
振
興
な
ど
の
点
で
、
千
戴
一

遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

関
係
機
関
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
ロ
ケ
地
情
報
や
関
連
資

料
の
提
供
、
ロ
ケ
地
の
確
保
・
借
用
の

支
援
な
ど
、
制
作
へ
の
積
極
的
な
支
援

を
行
い
ま
す
。
本
格
的
な
撮
影
は
10
月

ご
ろ
に
開
始
。
来
年
8
月
ご
ろ
ま
で
続

く
見
込
み
で
す
。

ひ
と
り
の
女
性
の

さ
わ
や
か
な
一
代
記

戦
争
を
は
さ
ん
だ
昭
和
と
い
う
激

動
の
時
代
、
人
々
を
お
ひ
さ
ま

の
よ
う
な
明
る
い
希
望
で
照
ら
す
ひ
と

り
の
女
性
の
一
代
記
―
―
。
来
春
か
ら

放
送
予
定
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
お
ひ
さ
ま
」
は
、
安
曇
野
と
松
本
を

舞
台
に
、
強
く
優
し
い
日
本
の
母
の
原

点
が
描
か
れ
ま
す
。
冷
涼
な
空
気
と
清

水
が
は
ぐ
く
む
信
州
そ
ば
も
登
場
。
脚

本
は
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」
な
ど
を
手
掛
け

た
岡
田
惠
和
さ
ん
。ヒ
ロ
イ
ン
役
は「
花

よ
り
男
子
」
な
ど
で
主
演
を
演
じ
た
井

上
真
央
さ
ん
で
す
。

　

安
曇
野
地
域
を
舞
台
に
し
た
連
続
テ

レ
ビ
小
説
は
１
９
７
５
年
の
「
水
色
の

時
」
以
来
、
36
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

市
民
エ
キ
ス
ト
ラ
の

登
録
を
始
め
ま
す
。

撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ー
ン
に
登
場
す
る
エ
キ
ス

ト
ラ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
撮
影
シ
ー

ン
、
撮
影
日
、
場
所
、
エ
キ
ス
ト
ラ
の

数
、
設
定
な
ど
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
事
前
に
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て

出
演
を
希
望
す
る
人
の
登
録
を
行
い
ま

す
。
希
望
す
る
皆
さ
ん
は
、
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
登
録
は
出
演
を
保
証
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ド
ラ
マ
の
時
代
背

景
が
戦
前
か
ら
戦
後
で
あ
る
た
め
、
時

代
背
景
に
合
っ
た
髪
型
な
ど
に
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
登
録
方
法　

各
総
合
支
所
地
域
支
援

課
に
備
え
付
け
の
登
録
用
紙
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
穂
高
総

合
支
所
内
商
工
観
光
部
安
曇
野
ブ
ラ
ン

ド
推
進
室
に
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

E
メ
ー
ル
な
ど
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

ド
ラ
マ
の
撮
影
ポ
イ
ン

ト
を
探
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ド
ラ
マ
の
時
代
背
景
は
、
戦

前
か
ら
戦
後
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
撮
影
ポ
イ
ン
ト
が

限
ら
れ
て
お
り
、
ロ
ケ
地
の
き
め
細
や

か
な
情
報
収
集
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
ド
ラ
マ
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
そ
う
な
場
所
の
情
報
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
募
り
ま
す
。
今
後
、
ロ
ケ

地
を
紹
介
し
た
地
図
な
ど
を
作
成
す
る

予
定
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
場
所
が
新
た

な
観
光
資
源
と
な
る
こ
と
も
期
待
で
き

ま
す
。
情
報
と
と
も
に
、
写
真
と
場
所

の
わ
か
る
地
図
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
ロ
ケ
地
の
ポ
イ
ン
ト　

戦
前
か
ら
戦

後
の
時
代
背
景
に
合
っ
た
場
所
。
現

代
的
な
構
築
物
を
な
る
べ
く
避
け
る

こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

●
例
え
ば･･･

道
祖
神
が
路
傍
に
た
た

ず
む
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
田
舎
道
、

古
民
家
、
北
ア
ル
プ
ス
を
背
景
に
し

た
田
畑
、
水
辺
な
ど
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

安
曇
野
市
役
所
商
工
観
光
部
安
曇
野

ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

（
82
・
３
１
３
１ 

82
・
６
６
２
２
）

mazum
ino-brand

＠city.azum
ino.

nagano.jp

来
春
放
送 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
お
ひ
さ
ま
」

安
曇
野
・
松
本
が
舞
台
！

来
年
春
に
ス
タ
ー
ト
す
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
が
、
安
曇

野
と
松
本
を
舞
台
に
し
た｢

お

ひ
さ
ま｣

に
決
ま
り
ま
し
た
。

注目情報２● NHK 朝ドラの舞台 安曇野に

戦
前

戦
中

戦
後

～戦前、戦中、戦後を生きた女性の一代記～
　病気の母との最期を家族で過ごすため長野県安曇野にやって来た少女、須藤陽子は母と見たそ
ば畑一面の白い花と「おひさまのようにいつも笑って世界を明るく照らす」という約束を胸に少女時
代を過ごします。やがて世の中が戦争に向かう時代に、それでも明るく青春時代を駆け抜けます。

　尋常小学校から国民学校へ変わった昭和 16 年、陽子は念願の教師となります。生徒たちの笑顔
を守りたいと奮闘する中、陽子を取り巻く人々もそれぞれ転機が訪れます。そして、陽子は松本市に
あるそば屋にお見合いにより嫁ぎ、戦地へ赴いた夫のいない婚家で、教師を続けながら姑との生活
が始まります。「家の中では笑って暮らしましょう」とたくましい姑との係わり合いに、陽子は忘れか
けていた生きる喜びを思い出します。姑が大切にする家族や近所の人たちとのつながり、そしてそば。
守るもののある心強さを陽子は受け継いでいきます。

　ようやく復員した夫と初めての生活が始まります。ぎこちなく、やがて互いを思いやるあたたかな
家庭をはぐくみながら、母となった喜びをかみしめます。教師を続けながら、夫との２人３脚で家業
と子育てに泣き笑いの日々。そして混乱した世の中、孤独と貧しさに生きる希望を失ったかつての
教え子たちの消息を知り、その笑顔を取り戻すため、陽子は第２のステージを歩き出します。夫や
姑に教えられたそばのあたたかな味。畑を取り戻し、教え子たちと心を込めてそばを作ります。まご
ころの味を届ける女たちの小さなそば屋はやがて人々を明るく照らす希望の場所に変わっていきます。

ヒロインを演じる井
上真央さん（写真左）
と脚本の岡田惠和さ
ん（写真右）＝ 8 月
11日、東京・渋谷の
ＮＨＫ放送センター
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ら
介
護
料
を
支
給
す
べ
き
事
由
が
消

滅
す
る
月
ま
で

問
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機

構
長
野
支
所

　
（
０
２
６
・
２
２
６
・
１
０
０
０
）

　

安
曇
野
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
で
は
、

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
（
手
書
き

コ
ー
ス
）
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
要
約
筆
記
と
は

講
演
会
な
ど
の
際
、
内
容
を
ス
ク
リ

ー
ン
な
ど
に
映
し
出
し
、
中
途
失
聴

者
・
難
聴
者
の
皆
さ
ん
に
内
容
を
伝

え
た
り
、
難
聴
者
個
人
に
対
し
て
紙

に
会
話
内
容
を
書
い
て
情
報
の
提
供

を
行
う
も
の
で
す
。

●
日
程　

10
月
1
日
～
23
年
2
月
4
日

（
毎
週
金
曜
日
）
全
18
回　
　

午
前
10
時
～
正
午
（
8
回
）

午
前
10
時
～
午
後
3
時
（
9
回
）

●
場
所　

穂
高
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

全
日
程
に
参
加
可
能
な

人
。
講
座
終
了
後
、
要
約
筆
記
サ
ー

ク
ル
に
所
属
し
、
毎
週
金
曜
日
の
勉

強
会
に
参
加
し
て
活
動
可
能
な
人
。

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

３
、
５
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

算
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
で
は

決
算
状
況
を
含
む
現
在
の
経
営
状
況
と

今
後
の
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
市
民

の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、

市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
5
地
区

い
ず
れ
の
会
場
に
も
出
席
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
都
合
の
よ
い
会
場
に
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

9
月
21
日
（
火
）
ま
で

に
、
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

防
衛
省
で
は
特
別
職
国
家
公
務
員

「
自
衛
官
等
」の
受
け
付
け
お
よ
び
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

【
交
通
遺
児
等
（
育
成
資
金
）
貸
付
】

　

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
ま
た

は
、
重
度
後
遺
障
害
者
に
な
ら
れ
た
人

の
子
（
0
才
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
）

に
対
し
、育
成
資
金
を
無
利
子
で
貸
付
。

●
貸
付
金
額　

▽
一
時
金
15
万
５
０
０

０
円
▽
毎
月
2
万
円
▽
入
学
支
度
金

（
小
中
学
校
入
学
時
）
4
万
４
０
０
０
円

●
貸
付
期
間　

貸
付
が
決
定
し
た
月
か

ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

●
返
還
期
間　

中
学
校
卒
業
後
1
年
間

据
え
置
い
た
後
、月
賦
ま
た
は
半
年
賦

併
用
に
よ
る
20
年
以
内
の
均
等
払
い

※
高
校
・
大
学
等
へ
進
学
し
た
場
合
、

在
学
中
は
返
還
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

【
介
護
料
の
支
給
】

　

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
重
度
後
遺
障

害
者
と
な
り
、
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る

人
に
対
し
て
、
介
護
料
を
支
給
。

●
支
給
月
額　

▽
特
Ⅰ
種
定
額
6
万
８

４
４
０
円
～
上
限
額
13
万
６
８
８
０

円
▽
Ⅰ
種
定
額
５
万
８
５
７
０
円
～

上
限
額
10
万
８
０
０
０
円
▽
Ⅱ
種
定

額
２
万
９
２
９
０
円
～
上
限
額
５
万

４
０
０
０
円

●
支
給
期
間　

申
請
を
受
理
し
た
月
か

　

松
本
電
鉄
㈱
が
運
行
す
る
「
会
田
線

（
明
科
駅
―
松
本
市
四
賀
地
区
）」
が
、

9
月
30
日
を
も
っ
て
休
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
同
路
線
を

長
い
間
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
、
公
共
交
通
の
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
「
あ
づ
み
ん
」
な
ど
が
運
行
さ
れ

て
い
る
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
や
農

地
の
有
効
活
用
、
新
し
い
農
産
物
の
販

路
開
拓
な
ど
の
目
的
を
も
っ
て
、
平
成

16
年
度
か
ら
大
規
模
ト
マ
ト
栽
培
施
設

「
安
曇
野
市
三
郷
ト
マ
ト
栽
培
施
設
」事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本
施
設
は
、

市
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
「
安
曇

野
菜
園
㈱
」
は
ト
マ
ト
の
生
産
、
販
売

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
経
営
が
振

る
わ
ず
そ
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
安
曇
野
菜
園
㈱
が
7
期
決

交
通
遺
児
等
に 

育
成
資
金
の
貸
付
・

重
度
後
遺
障
害
者
へ

介
護
料
の
支
給
制
度

問
穂
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

（

82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

バ
ス
路
線｢

会
田
線｣

の
休
廃
止

問
安
企
画
政
策
課
企
画
担
当

（

71
・
２
０
０
０ 

71
・
５
０
０
０
）

安
曇
野
菜
園
㈱
市
民
説
明
会

問
三
農
政
課
庶
務
担
当

（

77
・
３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

問
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81･

０
７
２
４ 

81･

０
７
０
３
）

平
成
22
年
度
自
衛
官
等
の
募
集

問
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
松
本

地
域
事
務
所･

広
報
セ
ン
タ
ー『
信
濃
』

（

36･

２
７
８
７
）

就職面接会（松本会場） （財）長野県市町村振興協会の助成でコミュニティ活動に必要な資機材を整備　　10 月１日は、国勢調査
　ハローワーク松本では、再就職を希望する人を対象
として「就職面接会（松本会場）」を開催します。当
日は企業 50 社が参加を予定しています。参加は無料
で事前予約は不要です。
●日時　9 月 21 日（火）13：30 ～ 16：00
※受付は 13：00 から
●場所　松本県民文化会館中ホール
問ハローワーク松本企画部門（427･0111）

　堀金地域の中堀区は、市町村振興宝くじの収益を財源とする財団法
人長野県市町村振興協会の一般コミュニティ助成事業により、コミュ
ニティ活動に必要な発電機、照明器具、音響施設、ＡＶ機器、机、イ
スおよびテントを整備しました。
　なお、この事業は、住民が自主的に行うコミュニティ活動の促進を
図り、地域の連帯感に基づく自治組織を盛り上げることを目指すもの
で、コミュニティ活動に直接必要な施設または設備の整備に関するこ
とや宝くじの普及広報を目的に行われています。

　日本に住むすべての人・世帯を対象にした国勢調
査。調査の結果は、私たちの暮らしのさまざまな分
野で役立てられる大切なデータとなります。10 月 1
日のあなたの状況を調査票に記入し、提出してください。

●広報あづみの（107 号）
　裏表紙クイズの答え ･･･「人口減少」

問市国勢調査実施本部（471･2000 672･1223）

せ

ら

知

お

　

市
で
は
、
保
育
園
で
園
児
と
一
緒
に

遊
ん
で
い
た
だ
け
る
保
育
協
力
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

60
歳
～
70
歳
ま
で
の
健
康
な
男
性
で
、

子
ど
も
に
接
す
る
の
が
好
き
な
人

●
期
間　

10
月
1
日
～
平
成
23
年
3
月

31
日
ま
で
（
1
カ
月　

20
日
程
度
）

●
協
力
時
間　

午
前
9
時
～
正
午
ま
で

●
協
力
し
て
い
た
だ
く
園　

西
穂
高
保
育
園
、
三
郷
北
部
保
育
園

●
謝
礼　

１
日
当
り　

２
、１
５
０
円

●
応
募
方
法　

9
月
22
日
（
水
）
ま
で

に
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
児
童

保
育
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、合
併
5
周
年
を
記
念
し
て
、

講
師
に
関
西
学
院
大
学
の
小
西
砂さ

ち

お
千
夫

教
授
を
お
招
き
し
、「
安
曇
野
市
誕
生

5
周
年
―
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と
成
果

―
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
を
配
置
し

ま
す
。
皆
さ
ん
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
3
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分（
予
定
）

●
場
所

堀
金
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

※
詳
細
は
次
号
に
て
掲
載
し
ま
す
。

開催日 地区 会場

9月27日（月） 明科 明科支所
２階会議室

28日（火） 穂高
市民活動センター
くるりん広場
２階南会議室

30日（木） 豊科 豊科公民館
２階大会議室

10月4日（月） 堀金 堀金支所
別館大会議室

5日（火） 三郷 三郷支所
３階講堂

試験種目 応募資格 受付期間 試験日
看護学生 高卒（見込含）

24 歳未満
９月６日～
10 月１日

１次　10 月 23 日
２次　11 月 20 ～ 21 日

防衛大学校学生 一般
高卒（見込含）
21 歳未満

（自衛官は 23 歳未満）
９月６日～ 
10 月１日

１次　11 月６日～７日
２次　12 月 14 日～ 18 日

防衛医科大学校学生 高卒（見込含）
21 歳未満

９月６日～ 
10 月１日

１次　10 月 30 日～ 31 日
２次　12 月８日～ 10 日

医科・歯科幹部 医師・歯科医師の免許
取得者

10 月１日～
10 月 22 日 11 月 12 日

陸上自衛官 看護
看護師免許を有し、保
健師・助産師免許を有
する者（見込含）で36 歳
未満

９月６日～ 
10 月１日 11 月 20 日

講師：関西学院大学
　　　小西砂千夫 教授

（略歴）
総務省「定住自立圏構想研究
会」座長代理、財政制度等審
議会専門委員などを歴任

保
育
協
力
員
の
募
集

問
健
児
童
保
育
課
保
育
係

（

81
・
０
７
２
８ 
81･
０
７
０
３
）

安
曇
野
市
誕
生
５
周
年

「
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」開
催

問
安
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（

71･

２
０
０
０ 

71･

５
０
０
０
）

●日程

※時間はいずれも午後 7時～（２時間程度）

●試験内容
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談
に
応
じ
る
無
料
調
停
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

●
日
時　

9
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
4
時
ま
で
（
受
付
は
午
後
3

時
30
分
ま
で
）

●
場
所　

井
上
デ
パ
ー
ト
7
階

●
申
し
込
み　

不
要
で
す
。
相
談
に
関

す
る
資
料
を
お
持
ち
の
う
え
直
接
会

場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

松
本
調
停
協
会
（
32･

３
０
４
３
）

︱
法
改
正
に
て
借
入
困
難
、ま
た
は

　

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
人
へ
︱

　

長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
改
正
貸
金

業
法
施
行
に
よ
り
新
規
借
入
が
困
難
と

な
っ
た
人
、
お
よ
び
返
済
し
き
れ
な
い

ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
お
悩
み
の
人
を
対

象
と
し
た
相
談
を
毎
日
（
平
日
）
行
っ

て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
応
じ
て
弁
護

士
・
司
法
書
士
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
。
相
談
無
料
で
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

財
務
省
関
東
財
務
局
長
野
財
務
事
務

所
「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」

　
（
０
２
６
・
２
３
４
・
２
９
７
０
）

●
日
時　

9
月
25
日
（
土
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
会
場　

豊
科
消
防
署

●
内
容　

心
肺
蘇
生
法
（
成
人
・
小
児
・

乳
児
）、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
、
止
血
法
、

搬
送
法
な
ど

●
募
集
人
数　

30
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

無
料

　

い
ざ
、
災
害
が
発
生
し
た
時
、
救
援

活
動
は
自
治
体
や
消
防
機
関
が
全
力
を

挙
げ
て
行
い
ま
す
が
、
通
信
手
段
の
混

乱
や
消
防
力
が
分
散
し
、
十
分
に
行
え

な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
災
害
等

に
よ
り
、
火
災
や
負
傷
者
の
救
出
、
高

齢
者
の
避
難
所
へ
の
誘
導
な
ど
人
手
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
、
頼
り
に
な
る
の

は
近
隣
者
や
、
各
市
町
村
の
自
主
防
災

組
織
な
ど
地
域
の
助
け
で
す
。「
自
分
た

ち
の
住
む
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
共
助
の
精
神
で
地
域
の
防
災
活

動
な
ど
に
参
加
し
、
防
災
行
動
力
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

豊
科
消
防
署
（
72･

３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署
（
82･

３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署
（
78･

２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署
（
62･

２
９
９
２
）

　

司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法
律
無
料

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

土
地
や
建
物
の
相
続
・
贈
与
・
売
買

な
ど
の
不
動
産
の
権
利
の
登
記
や
、
会

社
・
法
人
な
ど
の
設
立
・
変
更
・
解
散

な
ど
の
登
記
、
ま
た
裁
判
所
へ
の
提
言

書
類
の
作
成
な
ど
、
関
連
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時　

9
月
16
日
（
木
）
午
前
9
時

～
正
午　

午
後
１
時
～
4
時

●
場
所　

豊
科
公
民
館
2
階
小
会
議
室

●
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

9
月
13
日
（
月
）
午
前

9
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。

　

松
本
調
停
協
会
で
は
、
金
銭
の
貸
借

な
ど
お
金
に
関
す
る
こ
と
、
土
地
の
境

界
や
不
動
産
に
関
す
る
こ
と
、
交
通
事

故
に
関
す
る
こ
と
、
夫
婦
間
・
扶
養
・

相
続
等
家
庭
内
の
も
め
ご
と
な
ど
の
相

　

も
し
も
目
の
前
に
心
肺
停
止
の
人
が

い
た
時
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
に
ど
う

適
切
な
応
急
手
当
が
で
き
る
か
が
、
そ

の
人
の
命
を
救
う
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

心
肺
蘇
生
法
を
知
ら
な
い
人
、
忘
れ
て

し
ま
っ
た
人
、
こ
の
機
会
に
受
講
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
人

は
豊
科
消
防
署
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会（
県
・

県
消
防
協
会
主
催
）
が
8
月
1
日
、
塩

尻
市
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
開
か
れ
、小

型
ポ
ン
プ
操
法
・
松
本
消
防
協
会
代
表

と
し
て
出
場
し
た
第
6
分
団（
明
科
）が

3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。こ
の
成
績
は
、

松
本
消
防
協
会
の
管
内
か
ら
出
場
チ
ー

ム
史
上
最
上
位
と
な
る
快
挙
で
す
。

　

第
6
分
団
は
、6
月
13
日
の
市
大
会
、

7
月
4
日
の
松
本
消
防
協
会
大
会
で
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
を
果
た
し
、
こ
の
大
会
に

進
み
ま
し
た
。
団
員
の
皆
さ
ん
は
大
会

に
備
え
、
4
月
か
ら
週
3
日
の
夜
間
練

習
を
こ
な
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

主
将
を
務
め
た
平
林
啓
二
さ
ん（
36
・

明
科
光
）
は
、「
け
が
人
も
な
く
、
練
習

の
成
果
を
１
０
０
％
発
揮
で
き
た
こ
と

が
勝
因
。地
域
の
皆
さ
ん
、署
や
Ｏ
Ｂ
の

皆
さ
ん
、家
族
の
皆
さ
ん
、支
え
て
く
れ

た
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」と
大
会
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
型
ポ
ン
プ
操
法
・
松
本
消

防
協
会
代
表
と
し
て
出
場
し
た
第
9
分

団
（
穂
高
）
も
7
位
の
好
成
績
を
収
め
、

こ
の
種
目
で
の
市
消
防
団
の
成
績
を
更

新
し
ま
し
た
。

　

小
出
博は
く
い
ち
ろ
う

一
郎
消
防
団
長
は
、
2
部
門

で
好
成
績
を
収
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
5
年
目
と
い
う
節
目
の
年
に
団
員
の

努
力
が
形
に
な
っ
た
。
結
果
を
糧か

て

と
し

て
、
さ
ら
に
団
結
を
図
り
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

―
上
級
救
命
講
習
会
―

心
肺
蘇
生
法
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か

問
豊
科
消
防
署（

72･

３
１
４
５
）

ま
た
は
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

（

72･

６
７
６
９ 

72･

６
７
３
９
）

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
法
律
無
料
相
談

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71･

２
０
０
０ 

71･

５
１
５
５
）

多
重
債
務
相
談
窓
口

問
穂
生
活
環
境
課
消
費
生
活
係

（

82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

無
料
調
停
相
談
会

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71･

２
０
０
０ 

71･

５
１
５
５
）

災

防
・

急

救

安ちいきのわだい

曇野日和

9月の納期

●国民健康保険税	 （３期）
●後期高齢者医療保険料	 （６期）
●介護保険料	 （９月分）
●水道料金	 （豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料	 （穂高･三郷地域）

＝納期限は9月30日（木）＝

災
害
に
備
え
自
主
防
災
訓
練
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

問
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

（

72･

６
７
６
９ 

72･

６
７
３
９
）

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

県
大
会
３
位
の
快
挙

協
会
管
内
で

史
上
最
上
位
の
成
績

ポ
ン
プ
車
操
法
も
健
闘

見事３位入賞を果たした６分団の皆さん
（８月 1 日　塩尻市中央スポーツ公園）

あなたの思いを伝えてください

自殺予防週間　 
（９月10日～16日） 　

１. 気づき

　周りの人の悩みに気づき、耳を傾ける。
家族や仲間の変化に敏感になり、心の悩み
を抱えている人が発する周りへのサインに
なるべく早く気づきましょう。「手を差し
伸べ、話を聞くこと」は絶望感を減らすた
めの重要なステップです。時間をかけて、
できるだけ傾聴しましょう。話題をそらし
たり、訴えや気持ちを否定したり、表面的
な励ましをしたりすることは逆効果です。
相手の気持ちを尊重し、共感しましょう。２. つなぎ

　早めに専門家に相談するよ
う促します。心の病気の兆候
があれば、本人が置かれてい
る状況や気持ちを理解してく
れる家族、友人、上司といっ
た方の協力を求めましょう。
治療の第一歩は、公的相談機
関、医療機関の専門家への相
談から始まります。

３. 見守り
　身体や心の健康状態について自
然な雰囲気で声をかけて、あせら
ずに優しく寄り添いながら見守り
ましょう。自然に対応するととも
に、家庭や職場での体や心の負担
が減るように配慮しましょう。必
要に応じて、家族と連携をとり、
主治医に情報を提供しましょう。

自殺予防の
ための

３つの

ポイント

　自殺予防について
正しい知識を持ち、
関係機関を積極的に
利用しましょう。

談

相



◎催しのご案内
詳しい内容はお問い合わせください。
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アルプス花街道実行委員会事務局
（豊科総合支所地域支援課内）
問472･3111 672･8340

　アルプス花街道実行委員会で
は、9 月 18 日（土）スワンガー
デン安曇野にて【フラワー「夢」

「想」「花」】と題してイベントを
実施します。当日は実行委員会が
育てた花を中心にじゅうたん画の
展示を行うほか、高所作業車の試
乗体験、シソジュースやコーヒー
の試飲コーナー、風船の無料配布
などを計画しています。参加費は
無料です。どなたでもお気軽にお
出掛けください。
●日　時　９月 18 日（土）
　10：00 ～ 15：00 まで
●場　所　スワンガーデン安曇野内
　　　　　　　　　　スワンドーム

穂社会教育課生涯学習係
問482･5970 682･3990
　農作物や花木の受粉に、そして
ハチミツ採取に欠かせないミツバ
チを間近で観察し、その生態を学
んでみませんか。ミツロウ加工に
も挑戦します。　
●日　時　10 月３日（日）
　8：30 ～ 15：00
●場　所　穂高会館集合
●対象者　市内小学校４～６年生
●定　員　20 人（先着順）
●申し込み　９月 13 日（月）から

24 日（金）までの間（9：00 ～
17：00）に、電話でお申し込みく
ださい。

※注意　ハチ毒アレルギーの恐れが
ある人は参加ご遠慮ください。

明社会教育課子ども支援係
問462･4565 662･3525
　社会教育課では、本年度 4 回シ
リーズで家庭教育講演会を開催し
ます。１回目は中学生の保護者向
けです。子どもから大人へ移り変
わる時、身体の変化は目に見えま
すが、心の変化はとらえにくいも
のです。子どもの姿を成長、発達
の視点から考えてみませんか。参
加は無料で申し込みは不要です。
保護者はもちろん、どなたでもお
気軽にご参加ください。
●日　時　10 月 3 日（日）
　10：00 ～正午
●場　所　豊科ふれあいホール
●講　師　角田春高さん（愛知学泉

短期大学幼児教育学科教授・臨床心理士）

明社会教育課子ども支援係
問462･4565 662･3525 
　乳幼児を子育て中のお母さん、
妊婦さんを対象とした講座です。
親子でのふれあい遊びのほか、子
どもの発達、成長について大切な
ことを学びます。

家庭教育講座
元気なからだと笑顔
●開催日　10月8日（金）～（全11回）

お母さんとあそぼう
●開催日　10月6日（水）～（全11回）

【共通】
●対　象　２歳～４歳児と保護者
●時　間　9：45 ～ 11：00
●場　所　三郷文化公園体育館
●定　員　各 20 組（先着順）
●参加費　子ども１人 200 円

妊婦さん･０歳児お母さん教室
妊婦さん・ねんねからはいはい
●開催日　10月6日（水）～（全11回）

はいはい・立っち
●開催日　10月7日（木）～（全11回）

【共通】
●対　象　妊婦さん、０歳児と保護者
●時　間　9：30 ～ 10：30
●場　所　穂高会館
●定　員　各 20 組（先着順）
●参加費　子ども１人 200 円

【４講座共通】
●申し込み　９月 13 日（月）から

17 日（金）の間（9：00 ～ 17：00）
に電話でお申し込みください。

松本広域連合　福祉・地域課係
問申434･3250 636･2591
　日本でも数少ないワシ、タカの
越冬地への渡りが見られる白樺
峠、10 月１日に解禁を迎える新
そば、奈川自然観察の森遊歩道な
ど、奈川高原の新たな魅力を発見
する旅です。※ワシ、タカの渡り
は天候によって見られないことも
あります。昼食は「そば」となり
ますので、アレルギーの方はご遠
慮ください。
●日　時　10月6日（水）　松本駅ア

ルプス口集合（出発8：30）※雨天決行
●対　象　松本市、塩尻市、安曇野市、

東筑摩郡にお住まいの人
●定　員　80 人　（先着順）
●参加費　2,000 円（昼食代、入館

料、交通費など）
●申し込み　9 月 16 日（木）消印

有効で往復はがきに住所、氏名、
年齢、電話番号を明記し、松本広
域連合「ふるさと探訪係」（松本市
大手 3 － 8 － 13　松本市役所大
手事務所 6 階）へ郵送してくださ
い。※家族などで申し込む場合は、
同一はがきでお送りください。

松本広域連合　福祉・地域課係
問申434･3250 636･2591）
　松本地域には、上代の東山道を
はじめ、近世の中山道、三州街道、
善光寺街道（北国西往還）、千国
街道（塩の道）など、歴史ある道
が交差しており、現在もその面影
を見ることができます。本年度
は、秋のさわやかな風の中、善光
寺街道の旧会田宿から刈谷原峠を
越え、松本城までを辿ります。往
時の街道を感じてみませんか。
●日　時　10 月 16 日（土）明科駅

集合（集合 9：00）※雨天決行
●対　象　松本市、塩尻市、安曇野市、

東筑摩郡にお住まいの人
●定　員　100 人（先着順）
●参加費　500 円
●申し込み　10 月 1 日（金）までに

電話かファクスでお申し込みくだ
さい。
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安曇野市教育委員会　生涯学習だより

イベント 旅 体験 講演会・講座
花のじゅうたんがお出迎え

アルプス花街道イベント
ふるさと体験学習

ミツバチのくらしに大接近
「今、この時期に大切なこと
～思春期。その時、親は…」

家庭教育ひまわり講座
奈川高原を訪ねるバスツアー

ふるさと探訪

手軽に楽しめるスポーツ
松本地域歴史の道ウオーク

安ちいきのわだい

曇野日和 夏だ！　踊った 3,000 人　第 31 回あづみ野祭り

　　　　　　　　　夏の風物詩「あづみ野祭り」が 7 月 31 日、豊科駅前通りと国道 147 号で開かれました。
今年で 31 回目を迎えるあづみ野祭りのメインイベント「あづみ野ばやし踊り」では、44 連 3,000 人を超す皆
さんが熱のこもった踊りを披露しました。

○踊り連コンテスト結果
最優秀賞＝ソニーＶＡＩＯ、桜坂　優秀賞＝和風すなっく素顔とゆかいな仲
間達、下鳥羽　敢闘賞＝文福、成相　努力賞＝安曇野赤十字病院、真々部　
団結賞＝マイカルサティ、たつみ原　アイデア賞＝豊科金融団、光　ユーモ
ア賞＝安曇野市美容師会組合、徳治郎　フレッシュ賞＝エアロビクス同好会、
大口沢　エネルギッシュで賞＝安曇野 .come、アルプス

○山車の部　
あづみ野祭り大賞＝桜坂、優秀賞＝ソニーＶＡＩＯ、努力賞＝成相

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

30周年記念企画
セピアに込めた執着
と解放「島崎蓊助展」

有明美術館創立 30 周年特別企画とし
て、信州出身の孤高の画家島崎蓊助（藤
村の三男）のドイツ風景画と中国スケ
ッチを展示します。“幻の画家”と称
される蓊助の画才とその生き様は、現
代を生きる私たちに多くのことを語り
かけてきます。

会期：9 月 10 日（金）～
10 月 11 日（月）9：00
～ 17：00（会期中無休）

所：有明美術館

料：大人 700 円（団
体：20 人 以 上
600 円）小中生
400 円

問：有明美術館
　（483・3701）
後援：市教育委員会

バスツアー
「安曇野の水利を
訪ねて」

中信平土地改良区連合では、中部山岳
国立公園を源とした梓川からの利水状
況や周辺の農物産施設など、安曇野の
水路網を見学する「バスツアー」を開
催します。

時：10 月 10 日（日）
8：00～16：00（小雨決行）

行程　各総合支所前集合
～市内外の利水施設～
農物産施設～昼食～梓
川頭首工～各総合支所
前解散

料： 参 加 費 １ 人
1000 円（ 昼 食
代）小学生以下
は無料

定：45 人（先着順）

問：中信平土地改良区連合会
　（478･0050 678・0040）
申：９月 30 日（木）までに、参

加希望者の氏名・住所・電
話番号・乗車場所（各総合
支所）を、上記へ電話または
FAX でお申し込みください。

時 所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み後 な援 ど

10月から
便利に！

インターネットでできます　　　
社会体育施設等の空き状況確認　　　

新施設予約システム導入に伴い、市内体育施設の空き状況確認が
市のホームページでできるようになります。これに伴い、現施設予
約システムは入れ替えのため 10 月 4 日（月）午前 9 時から 10 月 5
日（火）午前 8 時までご利用できません。なお、機器入れ替えのた
め 10 月 4 日（月）の豊科勤労者総合スポーツ施設での予約の受付と
使用料金の支払いはできません。
●開始日時　10 月 5 日（火）午前 8 時～（予定）
●対象施設　市内の社会体育施設・学校施設・三郷文化公園施設・
　　　　　　豊科南部総合公園テニス場など
問明社会教育課スポーツ振興係（462・4565 662・3525）
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臼井吉見文学館
問4672･6743

六文銭の上田 文学散歩
　平和と手仕事の大切さを説い
た、小説『安曇野』にも登場する
小林多津衛（こばやしたつえ）の
民芸館、理論社を創設した小宮山
量平（こみやまりょうへい）の編
集室を訪ねた後、上田城下町を自
由散策します。山本鼎（やまもと
かなえ）記念館、池波正太郎真田
太平記館などお好きな穴場へどう
ぞ！帰路は青木村の大宝寺三重の
塔、栗林一石路（くりばやしいっ
せきろ）の碑へ立ち寄ります。
●日　時　10 月 16 日（土）
　8：00 ～ 18：30
●集合場所　臼井吉見文学館前
●募集人員　45 人
●参加費　（昼食・入館料等）

友の会会員  3,500 円
一般  5,000 円※当日集金します。

●申し込み　9月26日（日）までに、文
学館へ電話でお申し込みください。

市民活動センター（くるりん広場）
問4682･1922

くるりん広場の日
「わの会文化祭」

　10 月で、くるりん広場はオー
プン 3 年目を迎えます。会員の交
流を深めると共に、各団体の活動
を地域の皆さんに知っていただこ
うと文化祭を開催いたします。各
種展示、発表、ぬかくどご飯など
を予定しています。

●日　時　９月 23 日 ( 木・祝 )
　10：00 ～ 13：00　
※展示期間は 10 月２日 ( 土 ) まで。
※お問い合わせは「わの会」事務局
　磯野さん（4682･1922）まで

豊科郷土博物館
問4672･5672

第 20 回 友の会水墨画展
　安曇野の四季のうつろいや、心
象風景など、水墨画の世界からは
静寂や、深い精神性を感じること
ができます。墨の濃淡のみで描か
れた幽玄の美の世界をぜひご覧く
ださい。
●会　期　９月15日㈬～10月３日㈰
●時　間　9：00 ～ 17：00
　（入館 16：30 まで）
●入館料　

大　人　100（80）円
小中生　 50（40）円　

（　）内は 20 人以上の団体料金

貞享義民記念館
問477･7550 677･7551
信州の義民を訪ねて～その６～

「飯山浅野騒動」
　世直し一揆が多発した江戸時代
末期。信州浅野村に発し、飯山藩
南部をまきこみ城下まで押し寄せ
た百姓一揆とは。歴史の裏に秘め
られた真実を訪ねます。
●日　時　10 月５日（火）
　7：50記念館集合　17：30帰着予定
●見学場所　飯山市 飯山浅野騒動関

連史跡など
●募集人数　30 人（先着順）
●参加費　1,000 円
●持ち物　昼食、飲み物、敷物、雨具
（必要に応じて）

●申し込み　記念館に直接、電話でお
申し込みください。

後期古文書歴史講座
　前期に引き続いて ｢江戸時代の
百姓の世界｣をテーマに行います。
前期に参加されなかった人、古文
書は初めてという人も歓迎しま
す。
●日　時　①９月 16 日（木）、②９

月 30 日（ 木 ）、 ③ 10 月 14 日
（木）、④ 10 月 28 日（木）　いず
れも 13：30 ～ 15：30

●講　師　中川 治雄さん（歴史研究家）
●受講料　無料（テキストは館で用

意します）
●持ち物　筆記用具
●申し込み　事前のお申し込みは不要

です。開講時間前に来館ください。

安曇野髙橋節郎記念美術館
問481･3030 682･0551
第５回 少年少女絵画教室

　安曇野髙橋節郎記念美術館友の
会では、市教育委員会と共催で、
第５回少年少女絵画教室―ふるさ
と「安曇野」を描こう！―を開催
します。専門の先生方から指導を
受けることができ、豊かな感性と
表現力を身に付けられる良い機会
です。なお、絵画教室で描いた作
品は、第 5 回髙橋節郎賞「少年少
女安曇野の風景画展」として、安
曇野髙橋節郎記念美術館の南の蔵
で展示されます。
●日　時　10 月３日（日）
　9：30 ～ 15：30
●内　容　「自然のとらえ方・描き方」

の講習と美術館周辺での写生
※詳細は、申し込み者に後日連絡し

ます。
●対象者　小中学生（親子参加も可）
●定　員　50 人（先着順）
●参加費　無料
●申し込み　９月 14 日（火）から 28

日（火）の間に美術館内友の会事
務局（481･3030）へ、電話で
お申し込みください。（9：00 ～
17：00《 休 館 日 21 日・24 日・
27 日を除く》）

豊科近代美術館
臨時開館のお知らせ

　9 月 24 日（金）は臨時開館し
ます。開館時間は通常通りです。

（9：00 ～ 17：00 まで）
問473･5638 673･6320 
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施設概要　来年 2 月開館予定の豊科交流学習センターは、図書館機能、交流ホール機能、
地域学習館機能が一体となった複合施設で、豊科近代美術館東隣に併設となります。「情
報センター」「交流の場」｢学習の場｣ として市民活動を支援し、市民自らが活発に利用
できる場として、安曇野の美術や文学、地域の特色ある文化の創造を市民との協働によ
り進める施設となっています。

■場所　安曇野市豊科 5609 番地３　■面積　約 33,442㎡　■施設　豊科図書館（6.5
万冊蔵書予定）、多目的交流ホール（200 席）、学習室（６室）、熊井啓監督記念館等

愛称を
募集中！

設施 の 催 し

寄附 ･ 寄贈お礼【敬称略】（5 月 20 日～ 7 月 14 日）
▷安曇野調理師会　66,953 円 社会福祉のため　▷宮本昭司・宮本敏子　20 万円 三郷中学校図書の充実のため　▷株式会社
安曇富士　60 万円 「森林の里親」事業の支援金として　▷日本禁煙友愛会明科支部　ハンカチ 215 枚、ノート 290 冊、鉛
筆 2 本組 525 組 青少年健全育成のため明科地区の保育園、小学校、中学校へ　▷清澤洌顕彰会　清澤洌展記録冊子 26 冊 
清澤洌の業績を市民に知っていただくため　▷熊井明子　熊井啓監督資料 670 点 熊井啓記念館において活用のため　▷加
納俊治　加納俊治書「つれづれの記」額装 1 点 安曇野髙橋節郎記念美術館において活用のため　▷小穴和夫　歴史書 （小
穴芳實著研究書含）地域文化発展のため豊科図書館へ　▷明科郵便局　2010 ワールドカップ公式ボールレプリカ 2 個 教育
振興のため明南小学校・明北小学校へ　▷宮紀枝　宮芳平油彩画「旧校舎裏にて」1 点 墨彩画「茄子」1 点 墨彩画「柿」1
点　豊科近代美術館において活用のため　▷田淵穂高　田淵行男使用の登山用具、暗室用具、原稿など一式 田淵行男記念
館において活用のため ▷登張信實、川瀬宮子　世界文学全集（集英社版、筑摩書房版） 教育振興の一環として　▷浅川吉
富　図書カード 500 円分 商品券 2,500 円分　教育振興の一環として穂高南小学校へ 
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申込期限 9 月 15 日（水）
申し込み手続き 三郷公民館窓口で、所定の用紙に記入

展示日程
展示場所

文化産業展（三郷文化公園体育館）
　搬　入：10 月 16 日（土）　午前 9 時～ 10 時
　展　示：10 月 16 日（土）　午後 1 時～ 8 時
　　　　　 17 日（日）　午前 9 時～午後 4 時
　片付け：10 月 17 日（日）　午後 4 時 10 分～ 5 時 10分
菊花展（三郷公民館）
　搬　入：10 月 25 日（月）　午後１時～3時
　展　示：10 月 26 日（火）～11 月 3 日（祝・水）
　午前9時～午後5時　※11月3日（祝・水）は午後3時まで
　片付け：11 月 3 日（祝・水）　午後 3 時 10 分～ 4 時 10 分

出展点数 作品によって異なります。お問い合わせください。

募集内容 盆栽・山野草・木彫石彫・生花・絵画・手工芸・短歌俳句・
和洋裁・写真・絵画・書道・菊花など

問い合わせ 三郷公民館（477･2109　676･3077）

申込期限 俳句短歌・詩は 9 月 10 日（金）
その他の作品は搬入日に堀金総合体育館へ持参

申し込み手続き （俳句短歌・詩）　堀金公民館窓口で所定の用紙に記入
（その他の作品）　搬入日に会場で所定の用紙に記入

展示日程
展示場所

文化祭（堀金総合体育館）
搬　入：10 月 27 日（水）　午後 1 時～ 8 時 30 分
　　　　 28 日（木）　午前 9 時～午後 7 時
展　示：10 月 29 日（金）～ 31 日（日）午前 9 時～午後 8 時
※ 31 日（日）は、午後 4 時まで
片付け：10 月 31 日（日）　午後 4 時～ 8 時

11 月 1 日（月）　午前 9 時～午後 4 時 30 分
出展点数 作品内容によって異なります。お問い合わせください。

募集内容
菊花・盆栽・書道・写真・絵画・彫刻・陶芸・水墨画・料理・
手芸・生花・フラワーアレンジメント・農産物・レザーク
ラフトなど

問い合わせ 堀金公民館（472･5796 672･5801）

申込期限 9 月 17 日（金）
申し込み手続き 明科公民館窓口で所定の用紙に記入

展示日程
展示場所

文化祭 （明科公民館）
　準備・搬入：10 月 29 日（金）　午後 1 時～
　　（準備終了後に搬入）
　展　示：10 月 30 日（土）～ 10 月 31 日（日）
　午前 9 時～午後 5 時※ 31 日（日）は、午後 4 時まで
　片付け：10 月 31 日（日）　午後 4 時～ 5 時

出展点数 作品内容によって異なります。お問い合わせください。

募集内容
書道・水墨画・絵画・写真・木彫・陶芸・手まり・和裁・
手芸・織物・押し花・押絵・生花・菊花・盆栽・学習発
表　など

問い合わせ 明科公民館 （462･4605 662･5894）

三郷地域市民文化産業展・菊花展 穂高文化祭　総合美術展・芸能まつり

豊科地域文化祭

堀金地域文化祭

明科地域文化祭

堀金地域芸能祭
出演者募集

　出演を希望される場合は、下
記によりお申し込みください。
●開催日　10 月 30 日（土）
　午後 1 時～
●場所　

堀金総合体育館サブアリーナ
●申し込み手続き　堀金公民

館窓口で所定の用紙に記入。
●申し込み期限　9月10日（金）
問堀金公民館

（472･5796 672･5801）

明科地域芸能発表会
出演者募集

　出演を希望される場合は、
下記によりお申し込みください。
●開催日　11 月 3 日（祝・水）

午前 10 時～午後 3 時
●場所　明科公民館講堂
●申し込み手続き　明科公民

館窓口で所定の用紙に記入。
●申し込み期限　9月17日（金）
問明科公民館
（462･4605 662･5894）

申込期限 9 月 17 日（金）
申し込み手続き 穂高会館窓口で所定の用紙に記入

展示日程
展示場所

総合美術展（穂高総合体育館）
　準　備：10 月 28 日（木）　午前 9 時 30 分～
　搬　入：10 月 28 日（木）　午後 1 時
　展　示：10 月 29 日（金）～ 31 日（日）　午前 9 時～午後 5 時　※ 31 日（日）は、午後 3 時まで
　片付け：10 月 31 日（日）　午後 3 時 10 分～
菊花展・盆栽展（穂高神社）
　搬　入：10 月 28 日（木）まで
　展　示：10 月 29 日（金）～ 11 月 8 日（月）　午前 9 時～午後 8 時　
※盆栽展は、10 月 31 日（日）午後 3 時まで
　片付け：11 月 9 日（火）
芸能まつり（穂高会館講堂）
　1 部：10 月 30 日（土）　午前 9 時～午後 3 時　　2 部：10 月 31 日（日）　午前 9 時～正午

出展点数 1 人 1 点
募集内容 書道・絵画・写真・短歌俳句・陶芸・手工芸・木彫・菊花など
問い合わせ 穂高会館（482･5970 682･3990）

申込期限 10 月１日（金）
申し込み手続き 豊科公民館窓口で所定の用紙に記入

展示日程
展示場所

美術・書道・一般作品（豊科近代美術館）
　搬　入：10 月 29 日（金）　午前 9 時～
　展　示：10 月 30 日（土）～ 11 月 3 日（祝・水）午前 9 時～午後 5 時

片付け：11 月 3 日（祝・水）　午後 3 時～
菊花展（豊科公民館）
　搬入：11 月１日（月）　午前 8 時 30 分～
　展示：11 月１日（月）～ 3 日（祝・水）午前 9 時～午後 5 時
盆栽展・華道展（豊科公民館）
　展示：（盆栽展）10 月 30 日（土）～ 11 月 3 日（祝・水）午前 9 時～午後 5 時
　　　　（華道展）10 月 30 日（土）～ 31 日（日）午前 9 時～午後 5 時
芸能発表会（豊科公民館ホール）
　開催日：11 月 3 日（祝・水）　午前 8 時 30 分～午後 3 時
俳句大会・短歌大会（豊科公民館）
　開催日：11 月 6 日（土）※詳細についてはお問い合わせください。

出展点数 作品内容によって異なります。お問い合わせください。
募集内容 木彫石彫・工芸品・写真・絵画・書道・盆栽・菊花など
問い合わせ 豊科公民館（472･2158 673･6401）

地域文化祭出展者・出演者を募集
今年も各地域で文化祭が開催されます。
日ごろの活動の成果であるご自慢の作品・一芸を文化祭で発表しませんか。
詳しくは、各地域公民館へお問い合わせください。
なお､ 都合により時間などが変更になる場合があります。
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信濃路は ルールとマナーの 走るみち交通
安全

9月21日（火）～30日（木）の間、秋の全国交通安全運動が行われます。
【運動の基本】高齢者の交通事故防止

県内の 1 月から 6 月までに発生した交通事故による死者のうち、約 7 割が高齢者で占めています。その多
くは自宅近くで交通事故に遭っています。また、高齢ドライバーによる事故も増えています。特に次の点に
注意して、事故に巻き込まれない、事故を起こさないようしましょう。

問穂生活環境課交通防犯係内・市交通安全推進協議会（482･3131 682･6622）

【ドライバーの皆さんへお願い】

●道路の横断は、信号機や横
断歩道を利用し、車が来て
いないか十分安全確認を
しましょう。

●運転者の皆さんは、高齢者
を見かけたら「思いやり」
の心を持って運転しまし
ょう。

●信号機や一時停止の標識
の見落としに注意しまし
ょう。

●交差点では、徐行や一時停
止と十分な安全確認をし
ましょう。

●スピードの出し過ぎに十
分注意し、安全運転を心掛
けましょう。

●通り慣れた道路でも、安全
をしっかり確認して渡り
ましょう。

●夕方や夜間の外出には反
射材を活用し、運転者から
発見されやすいように配
慮しましょう！

【歩行者の皆さんへ】

― 街頭指導 ―
９月 21 日（火）・30 日（木）は県下一斉街頭活動日。
市でも期間中、主要な交差点などで街頭指導を行います。
皆さまのご理解ご協力をお願いします。


